



























































































最近， r ~ ¥じめJ等の問題行動や「登校拒否」など学校生活に適応できない生徒の増加が社会
問題化し，学校の改善・充実が大きな課題となっている。
こうした背景には，生徒を取りまく環境の変化に伴う人間関係の稀薄化をあげることができる
い成長過程に自己決定体験の不足，生活における役割・存在感の不足，年齢相応の価値観の不
足などによって人格の健全な発達が妨げられていることなどをあげる乙とができる。
したがって，現在の問題行動は一部の者のみがかかわっているのではなく，すべての生徒にそ
の可能性があると言える。
このような状況に対して，現在の中学校では，どのような取り組みができるだろうか。
まず必要なのは，学級，クラブ，部活動，生徒会，各種委員会，宿泊を伴う学校行事等におけ
る集団活動を重視し，活発化をはかる中で人との触れ合い経験を拡大し，深化することである。
次l乙，相談・援助活動の充実で、ある。問題行動生徒の心の重荷となっている諸々の悩み，特lζ
家庭内における悩みや苦しみにまで触れる相談・援助活動が必要であろう。
教育課程の編成状況の「創意ある教育活動jの活動内容の第一位は教育相談となっている。
また，都立教育研究所で、行っているカウンセラー講座の受講者年々増加しているなど，各学校
???
とも，教育相談の重要性を十分に認識していると思われるが，相談・援助活動の一層の充実が期
待される。
さらに，学校 'PTA・家庭・地域・関係諸機関との密接な連携のもとに問題行動lζ対処する
ことも重要である。とくに，校内の指導lζ当たっては，人間形成という観点にたって，学校にお
ける規則等の指導をどう進めるか，体罰を否定し，信頼感に基づく指導をどうすすめるかといっ
た点についての見直しが必要である。
生徒の問題行動への対処については，現在までに多くの人々や諸機関から種々の指導理論が示
されているし，各学校の貴重な指導事例にも接する乙とができる。今後は，これらを参考にしな
がらも，校長・教頭のリーダーシップのもとに，教職員の気力をこめた実践が残された課題と言
えよう。
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